



































































































by＋c = 0 （a,b,cは定数）が方程式とも関数式とも解釈可能だからである。
例えば、等式 2x＋y = 3 は、相等関係を表す方程式とみることも、関数




ふたつの数の対の集合： × =｛（x, y）｜x∈ , y∈ ｝を基礎として、
その中から等式 2x＋y=3 を成り立たせる × の部分集合L＝{（x, y）│2x











は、二元一次方程式 ax＋by＋c=0 （a, b, cは定数）を満たす x, yの値の組
を求める方法である。対して、第二の見方による二元一次方程式の解法と




















































































































































































































































































































































































































ウを選択 ９人 31人 40人
エを選択 55人 41人 96人
上記以外 ３人 15人 18人



















調査問題１の結果 正しい 正しくない 無解答 計
ア ２人 ２人 ０人 ４人
イ ５人 ７人 ０人 12人
ウ 17人 22人 １人 40人
エ 33人 62人 １人 96人
無解答 ０人 １人 １人 ２人






























































































































見方は、等式の中の文字 x， y を未知数としてみる立場である。この見方
に基づいて等式 ax＋by=c（a，b，cは定数）をみると、未知数 x， y に関す
る相等関係を表す二元一次方程式とみることが可能になる。一方、第二



























































表８：代数の発展の段階（ Sfard & Linchevski，1994，p.203 ）
段階 焦点 表現
一般化された算術としての代数
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